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運動において大半を占めたのは，労働者階級であり，労働者が 3 分の 2 を占めた地域もある。ま
た，必ずと言ってよいほど共産党員が関わっていることも事実である。しかしながら，共産党の指
―  ―
72 前掲『ファシズムの誕生 増補新版』185頁前掲『3 つのインタナショナルの歴史』，414頁。
導的役割がどこでも強かったといえるかは疑問である。というのも第一に，伝統的に労働運動が強
い地域，すなわち主にルール地方やザクセン地方など工業地域においては，社会民主党をはじめと
する労働者政党の強い地盤があったが，アイスレーベンなど小規模都市ではリベラル派や穏健なキ
リスト教徒，或いは極左といわれる人々が活動の主体となったからである。第二に，抵抗運動はヒ
トラーの政権掌握を画期として表舞台での運動から地下活動へと軸足を移すが，1943年にはコミ
ンテルンは解散する。したがって，どの程度共産党や亡命指導部が連絡をつけることができていた
のかという問題もある。ヒトラーが政権を掌握して以降は，共産党は壊滅的に破壊され，各地で抵
抗運動が地下活動とならざるを得なかった。しかも，コミンテルンなどはビラや落書きなどの目立
つ形での抵抗を呼びかけたため，共産党関係者の犠牲者が多く出て大きな損失となった。さらに，
戦局が悪化すると，コミンテルンとの連絡も途絶えがちになり，むしろそのおかげで自律的な運動
を展開できたという功罪もある。第三に，社会ファシズム論のインパクトである。公式に「社会フ
ァシズム」という文言が明記されたのは1929年のコミンテルン第10回総会であるが72，第 5 回大会
（1924年）ごろから社会民主党及び社会民主主義を批判する文言が決議にみられるようになり，そ
の度合いはますます強まっていった。戦前における社会民主党との共同行動が党全体のレベルでほ
ぼ実現することがなかったのは，この社会ファシズム論が主たる要因といえる。この社会ファシズ
ム論がどの程度影響を及ぼしていたのか，ということも重要である。人民戦線が実現したフランス
などでも政府成立後においても共産党が公然と社会党批判を行ったこともあり，浸透の深さがうか
がえる。
二つ目は，反ファシズム運動の組織的問題である。この当時の運動は政党や労働組合などがその
組織力を発揮して発展した運動だといえる。その結果，政党の党勢拡大や組織内の利害対立によっ
て分裂の危機を潜在的に抱えていたと推察される。戦後の反ファッショ委員会運動においても，そ
の中核を担ったのはやはり旧来の労働者政党及びその支持者である。しかし，異なるのは，人民戦
線の苦い経験を踏まえ，分裂をのりこえるための道を模索したという点で，旧政党にとっては「脅
威」であった。ウルブリヒトら共産党亡命指導部が「二重権力」状態になることを恐れ，政党解禁
へと占領政策が転換され，いわゆる西側占領地区においても「共産党の勢力拡大の温床になる」な
どの理由で禁止されていった。他方で，反ファッショ委員会運動独特のもろさも存在した。すなわ
ち，この運動はある強固な基盤を持ち合わせているわけではなく，既存政党ともやや距離を置くと
いう立場にあったため，占領政策の転換によってその地盤が突き崩されてしまったのである。
三つ目に，反ファシズム運動の性格の変容である。戦前・戦中の抵抗運動においては，1933年
のヒトラー政権掌握と共産党・社会民主党の禁止を画期として，地下活動が主流となった。運動の
もっとも高揚した時期においては，人民戦線が提唱され，これまでの民主主義の成果の擁護などを
訴えた。人民戦線の到達点は，第一にこれまで運動に参加しなかったような党派・階層も含めた広
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範な人々が参加したことで，急速に発展したことである。第二に，広範な階層が参加したことで，
共産党の側もこれまでのブルジョワ民主主義に対する態度を変えざるを得なくなり，その意味で好
影響を与えたことである。第三に，集会やデモなどの市民の声をより直接的に政治へと訴える手段
が用いられたことで，政治が身近なものとなったこと，政党にとってもそれまでの限界を打ち破ろ
うとする動きがみられたことである。したがって，長期の運動形態とすべきという考えが広まった。
こうした人民戦線運動の経験は戦争終末期から活動を開始した反ファッショ委員会運動にも生か
されているように思われる。というのも，この運動は占領軍が到着するまでその自治を担おうと
し，かつ半行政的な任務さえも担ったからである。ナチス打倒から非ナチ化・日常生活の再建＝復
興へとその主眼が移る中で運動もその要求に合わせたものへと形態を変えた。問題は，占領行政の
効率化が目指される中で旧来の政党にその任務を占領軍が移そうとしたことと，このような中で，
反ファッショ委員会運動も旧政党別に系列化されたこと，先述のような組織としての脆弱さが消滅
の一助となったことにある。
反ファッショ委員会運動などの活動家は，アクティブ・マイノリティーと呼ばれることがある。
しかし，これはそれを担う活動家が少数であっても非常に重要である。なぜなら，現状への不満を
抱えていても，それが表出するには困難が伴う。本来は政党がその任務を担うべきだが，そこまで
の任務を政党が果しえない場合は多々存在する。またさらに，実態はもっとひどく，現在声をあげ
ている人々の状態よりもさらに劣悪な条件下におり，声をあげられない人々も存在する。こうした
声に目を向け，社会的関心を喚起するとともに，現状を打破するために日常的な活動を通じて組織
の強化と現状の改善の双方を追求するという点に反ファッショ委員会運動の重要性が存在する。さ
らに，ラ・ボエシが『自発的隷従論』で指摘しているように，隷従が習慣化するとそれが「自然状
態」となり，現状の不満を変えるという意識が喪失する73。現代の政治における政党と市民，或い
は政治と市民の乖離という問題を考えるとき，なぜ政治に目を向けられないか，という点を考察す
るとともに，いかなる手段によって政治と市民を結びつけるのか，という点においても，このよう
な過去の社会運動の例に目を向けることが，ますます重要となっているのではないだろうか。
